
事務 ト

○

２　事

管

業コスト

事業費等（千

理

円）
令和03年度 令和

経

04年度 令和05年度

費

令和06年度 令和07

[

年度

当初予算 決算 当初

長

予算 決算 当初予算 決算

期

当初予算 決算 計画 決算

総

事業費 2,619 2,

合

560 2,577 2,

計

527 5,459 4,

画

416 2,606 0 2

]

,606 0

伸び率（％

そ

） △0.6% △14.

の

1% △1.6% △1.

他

3% 111.8% 74

分

.8% △52.3% △

野

100% 0% 0%

人件

別

費
正規職員 27,92

目

6 30,718 30,

標

440 27,326 2

４

4,829 22,39

誰

3 25,143 0 0 0

も

正規職員以外 3,83

が

1 3,831 3,76

安

7 2,814 3,16

心

2 3,523 3,56

し

8 0 0 0

小計 31,7

て

57 34,549 34

住

,207 30,140

み

27,991 25,9

続

16 28,711 0 0

け

0

国庫支出金 0 0 0 0

ら

0 0 0 0 0 0

県支出金

れ

1,462 1,435

る

1,469 1,366

持

3,012 2,062

続

1,510 0 1,51

可

0 0

市　　債 0 0 0 0

能

0 0 0 0 0 0

そ の 

な

他 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ま

0

一般財源（税等） 1

ち

,157 1,125 1

事

,108 1,161 2

業

,447 2,354 1

区

,096 0 1,096

分

0

所要人数 正規職員 3

(

.60 3.96 3.9

2

1 3.51 3.16 2

)

.85 3.20 0.0

自

0 0.00 0.00

（

治

人） 正規職員以外 1.

事

67 1.67 1.66

務

1.24 1.40 1.

○

56 1.58 0.00

法

0.00 0.00

主な

定

予算内訳
委託料　3,

受

080千円　需用費　

託

1,683千円　報償

事

費　281千円　

務

その

３　目標及

他

び実績
指標名 単位 令和

政

03年度 令和04年度

　

令和05年度 令和06

策

年度 令和07年度

活
動

７

指
標

うつ病夜間相談開

健

催回数
回

目標値 12 1

康

2 12 12 12

実績値

で

12 12 12

達成度(

元

%) 100% 100%

気

100% % %

職員出前

に

講座や専門研修等の研

暮

修会実施回数
回

目標値

ら

9 9 9 9 9

実績値 13

せ

15 11

達成度(%)

る

144.4% 166.

環

7% 122.2% % %

境

成
果
指
標

うつ病夜間相

づ

談件数
人

目標値 30 3

く

0 30 30 30

実績値

り

28 23 14

達成度(

会

%) 93.3% 76.

計

7% 46.7% % %

職

一

員出前講座や専門研修

般

等の研修会参加人数
人

会

目標値 270 270 2

計

70 270 270

実績

款

値 305 350 367

衛

達成度(%) 112.

生

9% 129.6% 13

費

5.9% % %

施　策 ４
保健医

事

療対策の推進 会計・ 項 保健衛生費

予算区分 目 保健所費

取組方針 ４
精神保健対策の充実 大事業 保健所事業

中事業 地域自殺対策強化事業

事業種別 継続 関連個別計画 いのち支える自殺対策計画、地域保健医療計画

事業年度 無し ～ 無

業

し 担当課・担当課長・Tel 保健対策課 谷井　朋子 488-5104

事業実施の根拠法令 自殺対策基本法　自殺総合対策大綱 関連課

１　事業内容
（「誰・何」をどういう状態にするための

チ

事業か） 全体事業概要

事
業
目
的

自殺対策を総合的に促進することにより、誰も自殺に追い込まれるこ 自殺対策について、生きることの包括的な支援として取組む。和歌山市いのち支える自殺対策計画に基づ

とのない社会の実

ェ

現を目指す。 き、自殺の実態やメンタルヘルスに関する普及啓発活動を実施し、各種相談対応を行う。さらに、相談窓

口の周知やゲートキーパー等の人材育成を行い、誰も自殺に追い込まれることのな

事

い、いのち支える和歌

ッ

務

山市の実現を目指す。

事

事
業
内
容

令和03年度

業

令和04年度 令和05

N

年度 令和06年度 令和

o

07年度

うつ病夜間相

事

談事業、人材養 うつ病

業

夜間相談事業、人材養

名

うつ病夜間相談事業、

[

人材養 うつ病夜間相談

事

事業、人材養 うつ病夜

ク

業

間相談事業、人材養

成

基

事業、普及啓発事業、

本

若年 成事業、普及啓発

情

事業、自殺 成事業、普

報

及啓発事業、若年 成事

]

業、普及啓発事業、若

4

年 成事業、普及啓発事

0

業、若年

層対策事業、

2

自殺対策計画策 対策計

地

画策定事業等、自殺未

シ

域

層対策事業、自殺未遂

自

者支援 層対策事業、自

殺

殺対策計画策 層対策事

対

業、自殺対策計画策

定

策

事業等、自殺未遂者支

強

援事 遂者支援事業を実

化

施した。若 事業を実施

事

し、自殺対策計画 定事

業

業等、自殺未遂者支援

事

事 定事業等、自殺未遂

ー

業

者支援事

業を実施した

区

。 年層対策事業一部は

分

、新型コ 策定事業によ

(

り第２期計画を 業 業

ロ

1

ナウイルス感染症拡大

)

の影 策定した。

響より

事

縮小して実施した。

業経費



性

ボンバッジを配布し、

]

出前講座だけではなく

事

市民向け及び教職員等

業

専門職対象のゲートキ

手

ーパー養成講座を開催

段

見直し・改善内容 する

は

こととしている。自殺

妥

未遂者支援に加え、今

当

後は自死遺族支援につ

か

いても取組みを検討す

現

る必要がある。

　

行の手段でよい ○ 一部見直しが必要 見直しが必要

[妥当性]官民の役割は妥当か 市が行うべき ○ 他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか 急いで取り組む ○ 中長期的に取り組む 緊急性は薄い

[有効性]更に効果が期待できるか ○ できる あまりできない できない

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか ○ 達成している（90%以上） おおむね達成（70～90%未満） 達成していない（70%未満）

[有効性]上位施策への貢献度 ○ 重要かつ高い貢献度がある 一定の貢献度がある 貢献度は低い

[効率性]事業費を抑制できるか ○ できない 制約はあるが可能性はある できる

[効率性]受益者負担の見直し 適正 ○ 負担は求められない 見直しが必要

５　今後の方向性（担当課評価）

事
業
内
容
の
方
向
性

充実 ○

現状維持

縮小

廃止

ゼロ 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

　和歌山市では年間６０人前後の方々が自殺で亡くなられているため、開庁時間における相談対応はもとより、精神科医師

によるうつ病に関する夜間相談の実施

４

、自殺対策に関する啓

　

発活動等のさらなる取

事

り組みが必要である。

業

また和歌山市いの

ち支

の

える自殺対策推進協議

評

会やＧ-Ｐネット等の

価

地域におけるネットワ

評

ークを強化し推進させ

価

ていかなければならな

基

い。

担当課評価の根拠

準

　自殺対策基本法に基

[

づき、平成３１年３月

妥

に和歌山市いのち支え

当

る自殺対策計画を策定

性

し、当計画により、生

]

きることの

包括的支援

事

や関連施策との有機的

業

な連携を図り、地域レ

の

ベルの実践的に取組み

ニ

を実施している。令和

ー

５年度は、計画の最終

ズ

年度となったため、取

は

り組みの評価や現状を

あ

踏まえ、第２期計画を

る

策定した。今後も全庁

か

を挙げて生きるための

○

包括的支援

に継続的に

増

取り組む必要がある。

加

　令和６年度以降は、

し

第２期和歌山市いのち

て

支える自殺対策計画に

い

基づき、生きるための

る

包括的支援として全庁

横

的に取り組

む。普及啓

ば

発活動は、ポスター掲

い

示、街頭啓発、ＳＮＳ

減

活用による情報提供等

少

を行い、より多くの市

し

民に関心を持ってもら

て

えるように継続して取

い

り組む。ゲートキーパ

る

ーの養成について、受

[

講者にゲートキーパー

妥

であることの意識を高

当

めていただ

くよう、リ


